
     

令和７年度「揖東中学校の姿」集計結果と今後について 

７月と 12月に実施しました集計結果についての報告です。 

以下の表は、項目ごとの全校の評価ポイント平均の一覧です。 

「揖東中学校の姿」全校集計結果（回答者数／生徒数  7月１１４／１４４   12月１２１／１４４） 

                                全項目平均 7月 ３.０→12月 ３.０２ 

 評価の観点 

R７ 7月評価 

ポイントの平均 

（4段階評価） 

R７ 12月評価 

ポイントの平均

（4段階評価） 

 ①お子さんは、元気で楽しく学校生活を送っている。 
 

３.３ 

 

３．３ 

 
②お子さんは、自分の成長を実感したり、よさを自覚したりし

て、自信をもって生活している。 

 

２．９ 
     

３．１ 

 
③お子さんは、学習について「分かった」「できた」と満足して

いる。 

 

２．７ 

 

２．７ 

 
④お子さんは、宿題や塾を含めて、家庭学習を継続して行って

いる。 

 

２．６ 

 

２．７ 

 
⑤お子さんは、仲間のことを大切に思いながら、学習したり生

活したりしている。 

 

３．３ 
 

３．３ 

 
⑥お子さんは、いじめはどんな理由があってもいけないことだ

と考えている。 

 

3.7 
 

３．６ 

 
⑦お子さんは、いじめや人間関係のトラブルなど、不安を抱え

ることなく生活できている。 

 

３．１ 
 

３．２ 

 ⑧お子さんは、将来の夢や希望について考えている。 
 

２．６ 
 

２．６ 

 
⑨お子さんは、学校であった出来事や友達のことを家庭で話

す。 

 

2.9 
 

３．０ 

 
⑩お子さんには、困ったことや悩みがあったとき相談できる人

がいる。 

 

３．２ 
 

３．２ 

 ⑪お子さんは、気持ちよくあいさつをしている。 
 

３．１ 
 

３．０ 

 
⑫お子さんは、毎日の登校では、交通ルール・交通マナーを守

っている。 

 

３．２ 
 

３．３ 

 
⑬お子さんは、学校や家庭で決めたネット利用の約束を守っ

て、タブレットやパソコン等を使用している。 

 

２．６ 
 

２．７ 

 
⑭お子さんは、地域の活動やボランティアがある場合は、地域

の一員である意識を大切にしながら、参加している。 

 

２．８ 
 

２．７ 

 

 

 



 

令和７年度 ７月・12月 集計結果より 

保護者に１４項目を４段階で評価していただきました。すべての項目で、中間値「２.５」を上回り、全

校平均が「7 月３.０→12 月３.０２ 」という結果になりました。このことから、揖東中の教育活動全般

と家庭の教育全般は、概ね良好であると評価いただけたものととらえています。 

 

１ 数値がやや低い項目について  

 

 

 

 

 

  

 

（１）学習面（③「2.7→２．７」、④「２．６→２．７」）について 

今年度も昨年度と同様に、仲間と関わりながら主体的・対話的に学ぶ中で確かな学力を身に

付けることができるように、「探究と協同の学び」を導入しています。誰一人置いていかない小集

団での学び合いを通して、思考し続ける授業を目指しています。その中で、「主体的・対話的」な

追究活動を取り入れています。このような中で、生徒の学校評価(７月・12月実施)での「授業の

内容はよくわかりますか」の項目では、(３.２→３.２)という評価になっています。そこで、学習指導

がより充実するように、また、家庭学習が継続して行っていけるように学校全体で次のように共

通理解を図り、取り組みます。 

 〇誰一人置いていかない小集団での学び合い 

 ・今後も３～4 人の小集団の中で絶え間なく思考し続ける生徒の育成を目指し、「誰一人置いてい

かない」学び合いのための小集団学習に取り組んでいく。その中で生徒の良さや伸びを認めな

がら授業を行う。どの生徒も「分かった」「できた」「楽しかった」と一つでも多く実感できるよう

にする。 

〇ねらいや課題の明確化 

 ・単元指導計画における毎時間の「ねらい」を明確にして授業に臨む。それをもとに、本時の評価

規準となる「第1課題」に加え、発展的な学びとしての「第2課題」を可能な限り設定し、授業の

最初から最後まで探究し合う授業づくりをめざす。本時の付けたい力を明確にし、学ぶ意欲が高

まる課題を設定する。 

〇単元指導計画の中で位置付ける、効果的なＩＣＴの活用 

 ・単元指導計画において、どの時間にどのような活用の仕方をするのかを考えた上で、計画的に

タブレットを活用する。個別最適な学びのための活用法、表現力を高めるための活用法など、各

アプリの特性を生かして、効果的に学びを深めていく。 

〇自己課題を見付け、解決できる家庭学習の指導・支援 

  ・ワークをやりこなすだけで終わらないように、計画的に学習しておくとよいところを伝える。自己課

題を解決するような家庭学習の時間になるように支援していく。 

〇教育相談（学習相談）の活用 

  ・学習に関する悩みを生徒からよく聞いて、一人一人に合った学習の仕方をアドバイスし、学習に

対する意欲を高める。 

③お子さんは、学習について「分かった」「できた」と満足している。(２.７→２.７) 

④お子さんは、宿題や塾を含めて、家庭学習を継続して行っている。（２．６→２．７） 

⑧お子さんは、将来の夢や希望について考えている。(２.６→２.６) 

⑬お子さんは、学校や家庭で決めたネット利用の約束を守って、タブレットやパソコン等を使用している。 

(２.６→２.７) 

⑭お子さんは、地域の活動やボランティアがある場合は、地域の一員である意識を大切にしながら、参加している。

(２.８→２.７) 



 （２）将来の夢・希望（④「2.6→２．７」）について 

「将来の夢や希望について考えている」の項目について、生徒の学校評価は、「３.０→３.１」で

した。今年度、３年生では、夏休み前に高校説明会、高校の先生による出前授業、２年生では、日

間賀島研修の民宿での交流や職場体験学習、１年生では、近江八幡研修で職場訪問を実施し、

将来について考える機会を設定してまいりました。今後も次のことに取り組みます。 

〇３年間を通して、宿泊研修、職場体験学習や訪問等、自己の将来について考える場を設定する。

事前学習・事後指導を充実させる。中学卒業後の進路については、出前授業や高校説明会を通

して、各学校の特色、中学のうちに付けておきたい力を理解できるようにする。 

 

（３）ネット利用（⑬「２．６→２．７」）について 

「学校や家庭で決めたネット利用の約束を守っている」の項目について、生徒の学校評価は、

「３.２→３.３)でした。揖東中学校では、『タブレット活用のルール』があります。どの生徒もルール

を守り、誰もが安心して生活できるよう、次のことに取り組みます。 

〇生徒会主体で『タブレット活用のルール』の確認と振り返りを行う。最近の問題になっているこ

との事例を挙げ、自分事として捉えられるようにする。継続的に確認と指導を心掛ける。 

〇情報モラルについての指導は、短学活を活用し各学年・学級で繰り返し行う。 

〇学校安全課からの「情報モラルに関する啓発資料」をすぐーる配信し、親子で話し合う場を設

けていく。 

 

（４）地域、ボランティア活動（⑭「２．８→２．７」）について 

「地域の活動やボランティアがある場合は、地域の一員である意識を大切にしながら、参加し

ている」の項目について、生徒の学校評価はありませんが、「地域や社会をよくするために何か

してみたいと思う」では、「3.2→３．１」でした。朝の挨拶運動や草取りでは、生徒自ら率先して活

動を行っています。年２回の除草作業では１００名以上の生徒が参加しています。生徒自身は、仲

間、学校のために何かしたい、自分たちの学校は自分たちで良くしていきたいという気持ちは高

いように感じます。また、ＭＳＪリーダーズや大野町ＶＹＳに所属し、地域のボランティア活動に率先

して参加している生徒もいます。今後さらに地域の一員という意識を大切にして参加し、地域へ

の愛着を深めることができるよう、次のことに取り組みます。 

〇地域の活動や行事、祭典等があるときは、ボランティアへの積極的な参加を呼びかける。 

〇活動に参加した生徒を紹介し、認めていく。良さを広めていく。 

〇総合的な学習の時間（揖東タイム）で行っているふるさと学習を充実させ、大野町を愛する心

と態度を育むことができるようにする。 

〇あいさつ運動、グラウンド整備等、生徒の主体的なボランティア活動を支援していく。 

 

２ 数値が高い項目について  

 

 

 

 

 

（１）いじめはいけない（⑥「３．７→３．６」）について 

「いじめはどんな理由があってもいけない」の項目について、生徒の学校評価の項目はあり

ませんが、保護者の方が絶対いじめは許さないというご家庭での教育がなければ、生徒自身

もいじめはいけないと強く考えません。ご家庭でも考える場や対話の場をもっていただきあり

がとうございます。 

①お子さんは、元気で楽しく学校生活を送っている。(３.３→３.３) 

⑤お子さんは、仲間のことを大切に思いながら、学習したり生活したりしている。(３.３→３.２)  

⑥お子さんは、いじめはどんな理由があってもいけないことだと考えている。(３.７→３.６)   

⑫お子さんは、毎日の登校では、交通ルール・交通マナーを守っている。(３.３→３.３)  

 



（２）交通ルール、交通マナー（⑫「３．３→３．３」）について 

「交通ルールや交通マナーを守っている」の項目について、生徒の学校評価の項目はありま

せんが、「けがや病気の予防をしていますか」では、「３．４→３．５」でした。交通ルール、交通マ

ナーについては、家庭でも交通安全について話していただけている結果です。しかし時折、学

校に地域の方から交通マナーについて苦情も入りますので、今後も継続的な指導が必要と考

えております。ＰＴＡの生活環境委員の方が、通学路のハザードマップを作成していただいてお

ります。どの場所が危険か、どんなことに気を付けると良いかが分かるようになっています。生

徒に周知し、交通事故が起きないように交通ルール・交通マナーの徹底に努めていきたいと

思います。 

 

（３）元気で楽しく学校生活を送っている（①「３．３→３．３」）について 

      「元気で楽しく学校生活を送っている」の項目について、生徒の学校評価は、（「３．４→ 

３．５」）でした。生徒が思いやりをもって、楽しく学校生活を送っているのは、ご家庭の支えがあ

ってのことです。引き続き、学校に居場所があるようにしていきたいと思います。 

  

（４）仲間のことを大切にしている（⑤「３．３→３．３」）について 

      「仲間のことを大切に思いながら、学習したり生活したりしている」の項目について、生徒の 

学校評価は、「３．４→３．４」でした。学校では、良いことみつけ（ぽっぽ活動）を行っています。

仲間の頑張りなどを認め広めていきながら、自己有用感を高めていきたいと思います。また、

「心痛む」感性を養う豊かなづくりを大切にしています。「弱者」に徹して寄り添い、立場の

弱い子を思いやったりダメなことはダメと言える仲間関係を大切にしたりしていきながら、学

校生活を送れるようにしていきたいと思います。 

 

 

 

３ 来年度の方向 

 

〇授業参観やスポーツフェスティバル、揖東文化集会、ＰＴＡ研修等、保護者の方や地域の方に参

観していただく機会を設けていきます。また、学校だよりやホームページを活用して生徒の様子

を発信していきます。 

〇「誰一人置いていかない」３～４人の小集団による協働的な学び合いを通じて、「主体的・対話的

で深い学び」の授業を行い、確かな学力を身に付けていきます。 

〇短学活、行事等を通して自分の考えを伝える活動を設定していきます。また、仲間の思いを理解

し、思いやりながら誰一人あきらめない仲間づくり・学級づくりをしていきます。 

〇相手を思い「心痛む」感性を働かせて、いじめ、差別、偏見に立ち向かう生徒を育成していきます。

生徒の行動に対して価値付け、方向付けをすることにより、生徒の小さな頑張り、変化、成長を見

逃さないようにしていきます。 

〇役割活動、清掃活動、ボランティア活動等を通して、自分たちの学校は自分たちの力で良くして

いく自治活動を大切にしていきます。 

 

※保護者の方からいただいたご意見（自由記述）を踏まえ、今後も全教職員で熱く温かく「一人」

にかかわり続け、揖東中学校の生徒を支えていきます。今後ともご支援・ご協力をよろしくお願

いいたします。ありがとうございました。 


